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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第160期

第２四半期
連結累計期間

第161期
第２四半期
連結累計期間

第160期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 （百万円） 38,280 41,086 78,727

経常利益 （百万円） 2,818 3,902 6,274

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 8,788 2,342 8,100

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 5,394 4,109 7,559

純資産額 （百万円） 103,099 107,537 104,389

総資産額 （百万円） 180,759 184,110 184,652

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 226.52 60.37 208.77

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 54.2 55.4 53.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 6,370 3,519 7,815

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 5,070 △9,996 △1,867

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 935 △1,693 1,862

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 34,997 22,209 30,163
 

 

回次
第160期

第２四半期
連結会計期間

第161期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 5.65 39.34
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　（繊維事業）

　第１四半期連結会計期間より、新たに設立した日東紡アドバンテックス株式会社を連結の範囲に含めておりま

す。また、連結子会社である株式会社日東紡インターライニングは、2021年６月30日付で解散し、清算手続中で

あります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が当社グループ（当社及び連結子会社）の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要

な影響を与える可能性があると認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しております。詳細につきましては、「第４　経理の状況 １四半期連結財務諸表 注記事項

（会計方針の変更）」をご確認ください。

(１)　財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかに持ち直しつつあるものの、緊急事態宣言の長期化

による経済活動の抑制や個人消費の低迷により厳しい状況が続きました。世界経済も、半導体不足や原油価格の

上昇に加え、経済活動再開による需給のミスマッチや物流網の混乱が相まって、依然として先行き不透明な状況

にあります。

　このような環境の下、当社グループは本年４月に新中期経営計画をスタートさせ、持続可能な社会実現のため

に、「環境・エネルギー」「デジタル化社会」「健康・安心・安全」に貢献するグローバル・ニッチ No.1を創造

し続ける企業グループを目指し、成長戦略の実践と経営基盤の強化に取り組んでおります。

　当第２四半期連結累計期間では、新型コロナウイルス感染症拡大による収益への影響は残りましたが、一部の

事業を除き販売は回復に向かったほか、新中期経営計画の重点取組みにある台湾スペシャルガラスの工場新設、

繊維事業・グラスファイバー複合材の事業構造改革等を遂行しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は41,086百万円（前年同四半期比7.3％の増収）、営業利

益は3,932百万円（前年同四半期比35.4％の増益）、経常利益は3,902百万円（前年同四半期比38.4％の増益）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は2,342百万円（前年同四半期比73.3％の減益）となりました。

 
　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 
グラスファイバー事業部門

　グラスファイバー事業部門に属する原繊材事業、機能材事業、設備材事業の状況と具体的な取り組みは、以

下のとおりです。

①原繊材事業

　原繊材事業では、強化プラスチック用途の複合材で販売が回復しましたが、第１四半期連結会計期間に実施

した国内大型溶融炉の定期修繕など一過性の収益マイナス要因が影響しました。

　この結果、売上高は11,202百万円（前年同四半期比3.7％の増収）、営業利益は1,190百万円（前年同四半期

比13.5％の減益）となりました。

②機能材事業

　機能材事業では、高速大容量通信に資する電子材料向けスペシャルガラス・クロスが伸長したほか、ミドル

グレードガラスクロスの販売が増加した一方、基盤強化費用等の増加がありました。

　この結果、売上高は11,102百万円（前年同四半期比10.4％の増収）、営業利益は1,417百万円（前年同四半期

比0.8％の減益）となりました。

③設備材事業

　設備材事業では、住宅向け断熱材の販売が前第２四半期連結累計期間を上回ったものの、設備・建設資材向

けガラスクロスの販売が低迷しました。

　この結果、売上高は8,777百万円（前年同四半期比2.9％の減収）、営業利益は80百万円（前年同四半期比

28.4％の増益）となりました。

 

④ライフサイエンス事業
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　ライフサイエンス事業のメディカル事業では、国内外とも前第２四半期連結累計期間の販売を上回りまし

た。飲料事業においては、外出自粛等の影響は残るも、飲料生産受託の数量は堅調に推移しました。

　この結果、売上高は8,317百万円（前年同四半期比21.3％の増収）、営業利益は1,423百万円（前年同四半期

比31.8％の増益）となりました。

 
⑤繊維事業

　繊維事業では、衣料品への消費マインドの低迷により厳しい環境が続いているものの、前第１四半期連結累

計期間に受けた店舗休業による影響が軽減し販売が増加しました。また、本年７月より接着芯地等の開発・製

造・販売を一体運営する新子会社、日東紡アドバンテックス株式会社が事業運営を開始し、構造改革を計画通

り進捗させました。

　この結果、売上高は1,259百万円（前年同四半期比18.1％の増収）、営業損失は47百万円（前年同四半期は営

業損失419百万円）となりました。

 
⑥その他の事業

　その他の事業は、産業機械設備関連事業等の収益確保に取り組みました。

　この結果、売上高は427百万円（前年同四半期比7.4％の減収）、営業利益は258百万円（前年同四半期比

199.3％の増益）となりました。

　　

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は184,110百万円となり、前連結会計年度末に比べ541百万円減少

しました。主な要因は、有形固定資産の増加、現金及び預金の減少、流動資産その他に含まれる未収入金の減少

などであります。

　負債は76,572百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,690百万円減少しました。主な要因は、未払法人税等の

減少などであります。

　純資産は107,537百万円となり、自己資本比率は55.4％と前連結会計年度末に比べ1.7ポイント上昇しました。

 

(２)　キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、22,209百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ7,953百万円の資金が減少しました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益3,502百万円、減価償却費3,278百万円な

どによる増加、法人税等の支払額2,539百万円による減少などにより3,519百万円の資金が増加（前年同四半期

比2,851百万円資金の減少）しました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出9,531百万円などにより9,996百万円の資

金が減少（前年同四半期比15,067百万円資金の減少）しました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増減額2,282百万円による増加、長期借入金の返済に

よる支出2,871百万円、配当金の支払額872百万円による減少などにより1,693百万円の資金が減少（前年同四半

期比2,628百万円資金の減少）しました。

 

(３)　研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は1,145百万円であります。
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(４)　主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設等について、当第２四半期連結累計期間におい

て、変更があったものは、次のとおりであります。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手年月
完了予定
年月

完成後の
増加能力総額

(百万円)

Nittobo

America Inc.

カリフォル
ニア工場
(米国
カリフォル
ニア州)

ライフサイ
エンス事業

抗血清の
製造設備

2,000
(注)

自己資金等
2019年
３月

2022年秋
生産能力
約２倍

 

（注）当初の計画に比べ、投資予定額総額を1,200百万円から2,000百万円に変更しております。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(１)【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000
 

 

②【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 39,935,512 39,935,512
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数100株

計 39,935,512 39,935,512 ― ―
 

 

(２)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(３)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(４)【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式
総数増減数

発行済株式
総数残高

資本金増減額 資本金残高
資本準備金
増減額

資本準備金
残高

(株) (株) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

　2021年７月１日～
　2021年９月30日

― 39,935,512 ― 19,699 ― 19,029
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(５)【大株主の状況】

2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 4,693 12.10

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８番12号 2,965 7.64

住友不動産株式会社 東京都新宿区西新宿２丁目４番１号 2,383 6.14

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 1,614 4.16

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13番１号 1,316 3.39

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地７丁目18番24号 1,082 2.79

エア・ウォーター株式会社
大阪府大阪市中央区南船場２丁目12番８
号

997 2.57

セントラル硝子株式会社 山口県宇部市大字沖宇部5253番地 948 2.44

株式会社東邦銀行 福島県福島市大町３番25号 905 2.33

TAIYO FUND, L.P.
（常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ銀
行）

5300 CARILLON POINT KIRKLAND, WA
98033, USA
（東京都千代田区丸の内２丁目７番１
号）

894 2.31

計 ― 17,800 45.88

 

（注）上記のほか当社保有の自己株式1,137千株があります。
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(６)【議決権の状況】

①【発行済株式】

2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）  
― ―

  普通株式 1,137,900

（相互保有株式）  
― ―

  普通株式 2,400

完全議決権株式（その他）  普通株式 38,711,600 387,116 ―

単元未満株式  普通株式 83,612 ― ―

発行済株式総数  39,935,512 ― ―

総株主の議決権 ― 387,116 ―
 

(注) １．「完全議決権株式（その他）」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が600株（議決権６個）含まれて

おります。

２．「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式が53株含まれております。

 

②【自己株式等】

2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）      

日東紡績株式会社
東京都千代田区麹町

２丁目４番地１
1,137,900 ― 1,137,900 2.85

（相互保有株式）      

株式会社アベイチ
大阪府大阪市中央区

南船場２丁目４番８号
2,400 ― 2,400 0.01

計 ― 1,140,300 ― 1,140,300 2.86
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　執行役の状況

　　役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

執行役

メディカル事業部門長兼マーケ

ティング戦略部長兼ニットー

ボーメディカル㈱代表取締役社

長兼Nittobo America Inc.

Chairman/CEO

執行役

メディカル事業部門長兼マーケ

ティング戦略部長兼Nittobo

America Inc. Chairman/CEO
榮　達雄 2021年７月１日

執行役

メディカル事業部門副部門長兼

総合研究所副所長兼メディカル

SC新技術戦略室長兼メディカル

研究開発センター長

執行役

メディカル事業部門副部門長兼

商品企画開発本部長兼総合研究

所副所長兼メディカルSC新技術

戦略室長兼ニットーボーメディ

カル㈱代表取締役社長

須釜　裕司 2021年７月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(１) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 30,320 22,377

  受取手形及び売掛金 23,985 23,517

  商品及び製品 8,598 9,378

  仕掛品 4,296 4,704

  原材料及び貯蔵品 21,451 21,902

  その他 5,237 3,734

  貸倒引当金 △1 △1

  流動資産合計 93,887 85,613

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 15,886 16,650

   機械装置及び運搬具（純額） 21,246 25,415

   土地 14,983 15,269

   リース資産（純額） 1,451 1,349

   建設仮勘定 10,035 12,921

   その他（純額） 1,902 1,888

   有形固定資産合計 65,506 73,495

  無形固定資産 2,595 3,059

  投資その他の資産   

   投資有価証券 17,282 16,951

   退職給付に係る資産 377 425

   繰延税金資産 3,356 2,859

   その他 1,664 1,727

   貸倒引当金 △20 △20

   投資その他の資産合計 22,661 21,942

  固定資産合計 90,764 98,497

 資産合計 184,652 184,110
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,570 6,610

  短期借入金 7,252 10,009

  1年内返済予定の長期借入金 5,518 5,130

  リース債務 378 347

  未払法人税等 2,528 487

  賞与引当金 1,080 1,078

  事業構造改善引当金 710 393

  その他 9,836 9,947

  流動負債合計 33,875 34,005

 固定負債   

  社債 10,000 10,000

  長期借入金 19,322 16,838

  リース債務 1,690 1,541

  修繕引当金 5,652 4,947

  退職給付に係る負債 7,976 7,435

  その他 1,746 1,804

  固定負債合計 46,387 42,566

 負債合計 80,262 76,572

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 19,699 19,699

  資本剰余金 19,037 19,037

  利益剰余金 61,831 63,315

  自己株式 △2,559 △2,562

  株主資本合計 98,008 99,490

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,714 2,484

  為替換算調整勘定 △371 1,133

  退職給付に係る調整累計額 △1,220 △1,130

  その他の包括利益累計額合計 1,123 2,487

 非支配株主持分 5,257 5,559

 純資産合計 104,389 107,537

負債純資産合計 184,652 184,110
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(２) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 38,280 41,086

売上原価 25,589 26,997

売上総利益 12,690 14,089

販売費及び一般管理費 ※  9,786 ※  10,156

営業利益 2,904 3,932

営業外収益   

 受取利息 11 1

 受取配当金 236 236

 受取賃貸料 38 38

 その他 95 154

 営業外収益合計 381 431

営業外費用   

 支払利息 125 108

 為替差損 71 112

 休止賃貸不動産関連費用 167 150

 その他 103 90

 営業外費用合計 467 461

経常利益 2,818 3,902

特別利益   

 固定資産売却益 3,086 －

 投資有価証券売却益 6,568 －

 受取保険金 1,499 －

 その他 19 －

 特別利益合計 11,174 －

特別損失   

 固定資産処分損 87 141

 災害による損失 1,675 257

 特別損失合計 1,762 399

税金等調整前四半期純利益 12,229 3,502

法人税、住民税及び事業税 3,439 509

法人税等調整額 △96 579

法人税等合計 3,342 1,088

四半期純利益 8,886 2,414

非支配株主に帰属する四半期純利益 98 71

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,788 2,342
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 8,886 2,414

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △3,646 △225

 為替換算調整勘定 △4 1,830

 退職給付に係る調整額 158 90

 その他の包括利益合計 △3,491 1,695

四半期包括利益 5,394 4,109

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 5,269 3,707

 非支配株主に係る四半期包括利益 125 402
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(３) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 12,229 3,502

 減価償却費 3,219 3,278

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △293 △414

 修繕引当金の増減額（△は減少） 551 △705

 受取利息及び受取配当金 △248 △237

 支払利息 125 108

 投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △6,568 1

 固定資産除売却損益（△は益） △2,999 141

 受取保険金 △1,499 －

 売上債権の増減額（△は増加） 3,376 598

 棚卸資産の増減額（△は増加） △2,946 △1,385

 仕入債務の増減額（△は減少） △602 △34

 その他 508 1,194

 小計 4,855 6,048

 利息及び配当金の受取額 248 237

 利息の支払額 △127 △110

 保険金の受取額 1,499 －

 補助金の受取額 993 189

 事業構造改善費用の支払額 － △304

 法人税等の支払額 △1,098 △2,539

 営業活動によるキャッシュ・フロー 6,370 3,519

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 固定資産の取得による支出 △6,580 △9,531

 固定資産の売却による収入 3,271 －

 投資有価証券の売却による収入 8,411 28

 子会社株式の取得による支出 － △469

 その他 △31 △23

 投資活動によるキャッシュ・フロー 5,070 △9,996

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △98 2,282

 長期借入れによる収入 5,150 －

 長期借入金の返済による支出 △2,875 △2,871

 配当金の支払額 △969 △872

 その他 △270 △231

 財務活動によるキャッシュ・フロー 935 △1,693

現金及び現金同等物に係る換算差額 △75 216

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,301 △7,953

現金及び現金同等物の期首残高 22,695 30,163

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  34,997 ※  22,209
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　第１四半期連結会計期間より、新たに設立した日東紡アドバンテックス株式会社を連結の範囲に含めておりま

す。

 
(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、有償支給取

引について、従来は有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い戻す義務を負ってい

る場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。また、輸出販売において従来は主に船積時点で

収益を認識しておりましたが、インコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転した時に

収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の利益剰余金の当期首残高及び損益に与える影響は軽微であります。な

お、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取

扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりませ

ん。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用)

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、当第２四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

 
(追加情報)

(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用)

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設

されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項

目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務

対応報告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。

 
(新型コロナウイルス感染拡大の影響について)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する会計上の見積

り）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響について重要な変更はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

(偶発債務)

　　当社は、当第２四半期連結会計期間末日現在において、国及び当社を含むアスベスト取扱い企業数十社を被告

として建設従事者とその遺族より損害賠償を求める訴訟の提起を受けており、札幌、仙台、さいたま、東京、横

浜、大阪、京都、福岡の各地方裁判所、札幌、東京の各高等裁判所、及び最高裁判所にて計15件の訴訟が係属中

であります。

　　　なお、現時点でこれらの訴訟の最終的な結果を予測することは困難であります。
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(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
 至 2021年９月30日)

運賃及び荷造費 1,860百万円 2,124百万円

給料手当 2,351百万円 2,392百万円

賞与引当金繰入額 329百万円 306百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
 至 2021年９月30日)

現金及び預金 35,157百万円 22,377百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △160百万円 △167百万円

現金及び現金同等物 34,997百万円 22,209百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日
定時株主総会

普通株式 969 25.00 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月６日
取締役会

普通株式 872 22.50 2020年９月30日 2020年12月14日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日
定時株主総会

普通株式 872 22.50 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月５日
取締役会

普通株式 872 22.50 2021年９月30日 2021年12月13日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

原繊材
事業

機能材
事業

設備材
事業

ライフ

サイエンス

事業

繊維
事業

計

売上高           

 外部顧客への
売上高

10,806 10,055 9,036 6,854 1,066 37,819 461 38,280 － 38,280

 セグメント間
の内部売上高
又は振替高

4,951 175 182 274 3 5,588 824 6,413 △6,413 －

計 15,758 10,230 9,218 7,129 1,070 43,407 1,285 44,693 △6,413 38,280

セグメント利益
又は損失（△）

1,376 1,429 62 1,080 △419 3,528 86 3,615 △710 2,904

 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械設備関連事業及びサー

ビス事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△710百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用、セ

グメント間取引に係る未実現利益消去等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

   （単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

原繊材
事業

機能材
事業

設備材
事業

ライフ

サイエンス

事業

繊維
事業

計

売上高           

顧客との契約から
生じる収益

11,202 11,102 8,777 8,285 1,259 40,627 427 41,054 － 41,054

その他の収益 － － － 32 － 32 － 32 － 32

 外部顧客への
売上高

11,202 11,102 8,777 8,317 1,259 40,659 427 41,086 － 41,086

 セグメント間
の内部売上高
又は振替高

3,266 184 255 248 8 3,962 1,851 5,813 △5,813 －

計 14,468 11,286 9,033 8,566 1,267 44,622 2,278 46,900 △5,813 41,086

セグメント利益
又は損失（△）

1,190 1,417 80 1,423 △47 4,064 258 4,322 △389 3,932

 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械設備関連事業及びサー

ビス事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△389百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用、セ

グメント間取引に係る未実現利益消去等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しておりま

す。

当該変更が当第２四半期連結累計期間の売上高及びセグメント利益又は損失に与える影響は軽微でありま

す。

 
(収益認識関係)

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま
す。

 
(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
 至 2021年９月30日)

１株当たり四半期純利益  226円52銭 60円37銭

(算定上の基礎)    

親会社株主に帰属する四半期純利益 (百万円) 8,788 2,342

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益

(百万円) 8,788 2,342

普通株式の期中平均株式数 (千株) 38,799 38,797
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　当社は、施工会社との間で2020年７月20日に発生した福島第２工場の火災事故に係る賠償金についての覚書を

2021年11月１日に締結いたしました。これにより、第３四半期連結累計期間において、この覚書に基づく賠償金受

取額1,062百万円を特別利益に計上する見込みであります。なお、本件は2022年３月期の連結業績予想に織り込んで

おります。

 
２ 【その他】

第161期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）中間配当について、2021年11月５日開催の取締役会におい

て、2021年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額 872百万円

②１株当たりの金額 22円50銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2021年12月13日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2021年11月5日

日東紡績株式会社

取締役会　御中
 

有限責任監査法人　トーマツ

東京事務所
 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員   
 公認会計士 茂　　木　　浩　　之 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員    
 公認会計士 石　　山　　健 太 郎 印

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東紡績株式会社

の2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9月30日ま

で）及び第2四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東紡績株式会社及び連結子会社の2021年9月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における執行役及び取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ
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ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じ

ている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以  上
　

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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